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1 　はじめに
現在，知識基盤社会，国際化，人口減少（社会）など，
複雑化・多様化する現状の対応策として教育の質の向上
が求められている。この取り組みの一つとして，教員の
経験年数に合わせた力量形成の制度（養成・採用・研修）
や運用方法の改善や課題が示された（中央教育審議会，
2014）。中でも養成段階の改善や課題については，「教員
が社会の変化に対応できるためには，養成段階は教員と
なる際に必要な基礎的・基盤的な学修を行う段階である
ことを踏まえると，揺るぎない教育観や児童生徒の発達
に対する理解など教員としての基本的な知識や能力を備
えている必要がある」と示され，教員養成系大学の在学
中に段階的に身に付けるべき「実践的指導力」を整理す
る必要性が述べられた（中央教育審議会，2014）。
本学部では， 1 年から 4 年までの 4 年間を段階的に捉
え，講義や演習，実習を通して，教職志望学生たちの力
量形成を目指している（表 1 ）。具体的には以下のとお
りである。まず 1 年次は，年間を通して教職教養を学び
つつ，「基礎見学実習（前期）」では授業参観を行い「授
業研究入門（後期）」では授業を構成する基礎的理論を
学んでいる。その後， 2 年次は各教科内容と実技を受講
しながら，「観察実習（後期）」では自分が実習を行う小
学校に 2 日間参観に行き，教師の業務に関する理解を深
めている。
3 年次前期の「介護等体験」を経て後期の「本実習」
ではそれまでの学修の成果を実際の児童たち相手に発揮
し，実践的指導力を身に付けていく。そして，最終年度
の 4 年次では「教育実習事後指導」，「副専攻実習」を行
い，後期に「教職実践演習」を受講し，教職に就く直前
の力量形成を図っている。
教育学部においては，これらの実習に臨む前に実技・
示範能力の向上を目指した「小学校体育（ 2 年次必修）」
と，授業を行うために必要になる教授法を学ぶ「小学校
表 1　本学の実習関連と体育に関わる授業
学　年 前　　期 後　　期
1 年次
教職教養・基礎見学
実習
授業研究入門
2 年次
各教科内容論・実技 教材研究・観察実習
【小学校体育】（実技・示範能力）
3 年次
介護等体験
本実習【小学校体育科教育法】
（教授法）
4 年次 事後指導・副専攻実習
副専攻実習・教職実践
演習
＊ 上段：学部指定の授業・実習，下段【　】は小学校教員養成課
程の必修授業
体育実技・示範能力の向上を目指す「小学校体育」の授業実践
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体育科教育法（ 3 年次必修）」を配列している。保健体
育科教室がこれらの授業を重要視しているのは，教師が
示す学習内容や示範が，児童たちの学修の道筋や技能目
標の指標となる，つまり児童たちにとっての「教科書」
になるからである。特に体育は，体育館やグラウンドと
いう自由な空間の中で行われ，学習課題に応じて用いる
物や場所，組織人数が次々に変化する。こういった教科
特性をふまえて，効果的な教授方略が効果的にかみ合う
と髙橋（2008）が示す「勢いのある授業」1）が実現する。
しかし，もし教師があやふやな情報提供をしたり，曖昧
な示範をしたりすると，先の「勢いのある授業」の条件
全てがマイナスに転じるだけでなく，場合によっては生
命の危険につながる可能性がある。
以上の理由から，「小学校体育」では，体育科以外を
専科としている受講生も，技のポイントが明確に見とれ
て安全な示範ができること，さらにそれを自らの言葉で
正確に説明する力を身に付けることを目標としている。
そして“受講生が指導内容を明確にする”ために，単に
指導者の指導を受けて運動実践をするのではなく，受講
生同士が互いの動きを確認し課題認識を共有した上で，
課題解決のための方法を模索しながら課題達成のための
運動学習を進めていくことを重要視している。この活動
を通して，受講生全員が他者の動きの観察を通して運動
実践者の課題を把握し，その課題と解決のための方法を
その実践者が運動感覚として理解することを目指す。そ
して，相手の動きを単に運動形態的に理解するだけでは
なく，動きの改善のために必須となる運動感覚につなが
るような説明，すなわち，効果的な指導言語を追求する
授業を展開している。
2 　各運動領域の内容
「小学校体育」では，器械運動・陸上運動・ボール運
動・表現運動（ 4 種類）の運動領域を扱っている。全体
を前・後半に分け，さらに 1 コマ90分授業を45分ずつに
分け， 2 つの領域を実践し， 2 年次の 1・2 ターム， 5・
6 タームのいずれかで教育学部小学校教員養成課程の全
学生が 4 領域を経験できるように立案・実践している（表
2 ，表 3 ）。小学校の体育科授業を教授する能力を身に
付けるため，技能の達成目標を『小学校学習指導要領解
説体育編』（2008）に示されているレベルと同等に設定
している。また受講生同士が対話を図りながら（教え合
表 2　「小学校体育」の展開方法
 GP
回
Aグループ Bグループ Cグループ Dグループ
1 ～ 7 陸上運動 器械運動 器械運動 陸上運動 ボール運動 表現運動 表現運動 ボール運動
8 ～14 ボール運動 表現運動 表現運動 ボール運動 陸上運動 器械運動 器械運動 陸上運動
15 全運動領域のまとめ
表 3　各運動領域の実践内容（概要）
 領域
時間
器械運動 陸上運動 ボール運動 表現運動
1
小学校低学年の下位教材
（体ならしと感覚作り）
四肢の協調運動に着目した
各種のドリル─その①─
コミュニケーションを取り
入れた準備運動とボールを
用いた身体操作
体ほぐしの運動・しんぶんし
を用いた身体表現
2
実技テスト課題
（良い示範・悪い示範／
連続写真）
四肢の協調運動に着目した
各種のドリル─その②─
基本動作の習得（パス他）
リズムに乗る方法と指導の
工夫・動きのメリハリの体感
3
鉄棒運動の導入
（力業ではない合理的な
行い方）
四肢の協調運動に着目した
各種のドリル─その③─
基本技能の習得と
チーム分け
（チーム練習）
オリジナルの動きを引き出す
リズムダンスの工夫・
ひと流れの表現
4
跳び箱運動の導入
（腕支持感覚づくり）
四肢の協調運動に着目した
各種のドリル─その④─
基本技能の習得と練習①
（チーム練習）
フォークダンスの文化と舞踊
「マイムマイム・コロブチカ」
5
マット運動の教え合いと
技能評価
障害物を効率的に越えるた
めの各種の工夫
基本技能の習得と練習②
（チーム練習）
フォークダンスの教え合い
「タタロチカ・コロブチカ」
6
鉄棒運動の教え合いと
技能評価
3 歩のリズムによる
ハードル
基本技能の習得と活用
（リーグ戦形式による
ゲーム①）
グループでリズムに乗る指
導の工夫・ひとまとまりの
作品創作
7
跳び箱運動の教え合いと
技能評価
3 歩のリズムによる
50mハードル走
（まとめと試験）
基本技能の習得と活用
（リーグ戦形式による
ゲーム②）
表現運動　作品発表会
（全体テーマ「ジャングル
探検」）
体育実技・示範能力の向上を目指す「小学校体育」の授業実践
─ 435 ─
いながら）実技・示範能力向上を目指せるように，全運
動領域で身体の調整・気づき・対話をねらいとする体ほ
ぐしの運動なども取り入れている。さらに，大学入学後
に体力が低下している現状や高等学校までの運動経験の
差異が大きいことを考慮し，全ての領域で毎回体ならし
を十分に行い安全性の確保をしている。以下，運動領域
別に詳細を述べていく。
⑴　「器械運動」の授業実践
「器械運動」では，日常的に経験が少ない逆さ感覚や
腕支持感覚をもたらし，「鉄棒運動」「マット運動」「跳
び箱運動」の基本技ができるように指導内容を配列して
いる。「器械運動」はこれまで経験が少なかったり久し
ぶりだったり，中にはこれまで全く経験したことがな
かったりする受講生もいる。そのため，下位教材を丁寧
に段階的に配列し，互いの教え合いで技のポイントを捉
えたり指導する際に適切な指導言語を用いたりできるよ
うに立案・実践している。
1 時間目は，体ならしと簡単な基礎的技能の確認を
行っている。具体的には，小学校低学年の「マット運
動」から「だるままわり」，「ゆりかご」，「前転」，「後転」
などを実施している。 2 時間目は，単元終了後に行う技
能テストの技の良い例と悪い例を示範したり，課題技の
連続写真を作って配布し，運動のリズムやタイミングな
どを担当者が説明しながら示範したりしている。ここで
の練習も，各マットのグループ内で教え合ったり補助を
互いにしたりして，協働学習の中での課題達成に努めて
いる。 3 時間目は，「鉄棒運動」の導入として，簡単な
「上がり技」「下り技」等を示した後，授業担当者が示範
しながら技能テストの技の説明を行っている。受講生
はこれらのポイントを認識した後，「鉄棒運動」・「マッ
ト運動」の練習をしている。「鉄棒運動」に関してはほ
とんどやってきていない受講生が多い。そのため，技を
行う際にはあまり大きな力を必要としないことを強調
し，勢いやタイミングの重要さを教えている。 4 時間目
は，「跳び箱運動」の導入として「熊さん歩き」や「う
さぎ跳び」などの下位教材を実施し，「開脚跳び」のた
めの基礎感覚作りを行っている。また，「かかえ込み跳び」
の技の系統性を示し，段階的な練習方法も説明している。
他に，跳び箱運動・マット運動・鉄棒運動の苦手を克服
する練習を行っている。ここでは，低い段の跳び箱が決
して簡単というわけではなく，人それぞれ跳びやすい高
さがあり，適切な高さの跳び箱を使うことを強調してい
る。また，着地を止められる実施が良いことを伝え，安
全に跳ぶ方法を見つけさせている。 5 時間目は，マット
運動の技能評価を行っている。これを受けていない受講
生は，マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動の練習をして
いるが，この際，できる受講生はできない受講生に率先
して教え，教師になった際に適切な言葉を用いて指導で
きるように練習させている。 6 時間目のねらいは 5 時間
目と同様であり，鉄棒運動のテストを実施している。 7
時間目は，跳び箱運動の技能評価を行っている。ここで
は， 5 時間目と同様，技能評価後の練習を経て各器械の
技能レベルがその時点より上がった学生は，再度テスト
に臨み，得点アップを目指せるようにしている。
⑵　「陸上運動」の授業実践
「陸上運動」では，上肢と下肢による協調運動を意識
した各種の遊び・移動運動・走運動の基本の習得と小学
校教師としての示範能力の向上，得られた能力を統合し
たハードル走への理解と小学校教師としての示範能力向
上，グループによる相互観察と助言能力の向上，スマー
トフォンを用いた動画による自己ならびに仲間の観察と
その反省の上に立った練習法の理解を目標に授業を展開
している。
1 時間目の「四肢の協調運動に着目した各種のドリ
ル─その①─」では，脚の動きと腕の動きを協調させ
ることと腕を伸ばしながら大きく運動させることをねら
いとしている。具体的には，ジョッギングからスキッ
プ，左右上肢を前後に大きく振りながらスキップ，左右
上肢を 1 回転半回しながらのスキップ，左右上肢を時計
回り・反時計回り・もしくは交互に回しながらのキャリ
オカステップ，膝を高く上げながらのキャリオカステッ
プの流れで実践している。その後の「ハードルを使った
各種遊び─その①─」では，ハードルの特性に慣れる
こととハードルは跳ぶだけのものではない事を理解する
ことをねらいとしている。具体的には，低いハードルで
のジャンプ・くぐり抜け運動，ハードルを使ったスネー
写真 1　正確・安全な示範方法の指導 写真 2　各々の課題に取り組む受講生
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ク走を実施している。 2 時間目の「四肢の協調運動に着
目した各種のドリル─その②─」では，股関節を大き
く動かしながら移動する感覚をつかむことをねらいとし
ている。具体的には，左右脚を前後に大きく開きながら
の歩行（ランジ），「歩きながら膝を前方へ高く上げる→
そのまま横に外転運動→膝を後ろに回す→膝を前に高く
上げる」これらを左右脚連続して行う前進歩行，スキッ
プしながら，前方へ膝を高く振り出し，降り出した膝の
下で手を叩く，スキップしながら「膝を前方へ高く上げ
る→そのまま横に外転運動→再び膝を前方へ高く上げる，
左右リズムよく行う」を実施している。その後の「ハー
ドルを使った各種遊び─その②─」では，ハードルの
特性に慣れハードルは跳ぶだけのものではない事を理解
することをねらいとしている。具体的には，ハードルを
使ったスネーク走（前向き，後ろ向き），ハードルを使っ
たスネーク走（ 2 人組， 3 人組で，コミュニケーション
を取りながら協力して動く）を実践している。 3 時間
目の「四肢の協調運動に着目した各種のドリル─その
③─」では，脚を素早く動かす感覚と全身を使って素
早く移動（行動）を行う感覚をつかむことをねらいとし
ている。具体的には，小刻み走（前向き，後ろ向き）か
らダッシュ，各種の変形ダッシュ（長座，腹臥位，背臥
位，正座各種）腕を使わずに立ち上がってダッシュ，を
実践している。その後「ハードルを使った動き作り」で
は，股関節を大きく動かしながら下肢全体の運動に慣れ
ることをねらいとしている。具体的には，股関節を大き
く開きながらハードルを潜り抜ける（右向き→左向き
の交互運動），ハードルの下をトカゲ歩きで潜り抜ける，
一台前のハードルをつかみながらの芋虫行進を実践して
いる。 4 時間目の「四肢の協調運動に着目した各種のド
リル─その④─」では，腕と脚を素早く動かす感覚と
全身を使って素早く移動行動を行う感覚をつかむことを
ねらいとしている。具体的には，小刻み走（前向き，後
ろ向き）からダッシュ，各種の変形ダッシュ（長座，腹
臥位，背臥位，正座各種），腕を使わずに立ち上がって
ダッシュを実践している。その後「ハードルを使った動
き作り：として，股関節を大きく動かしながら下肢全体
の運動に慣れることをねらいとして実践している。具体
的には，股関節を大きく開きながらハードルを潜り抜け
る（右向き→左向きの交互運動），ハードルの下をトカ
ゲ歩きで潜り抜ける，一台前のハードルをつかみながら
の芋虫行進を行っている。 5 時間目の「障害物を効率的
に越えるための各種の工夫」では，ハードルを効率的に
越えながら，前進運動をするための腕と脚の動作感覚を
つかむこと， 3 ～ 4 人グループによる相互観察と助言を
行うことをねらいとしている。具体的には，股関節を大
きく後→横→前に動かしながらハードル歩行，股関節を
大きく後→横→前に動かしながらハードルスキップを実
施している。その後「ハードルのリズムスキップ（左・
右横向き）」では，ハードル外側を使ったリード脚，抜
き脚ドリル，一歩ハードル，6. 3歩のリズムによるハー
ドル走へと進んで行く。 6 時間目の「 3 歩のリズムによ
るハードル」では，ハードルを 3 歩のリズムで効率的か
つリズミカルに飛び越えながら疾走する動作感覚をつか
むこと， 4 人グループによる相互観察と助言を行うこと，
スマートフォンによる動画撮影（自己と仲間の問題点を
確認する）ことをねらいとしている。具体的に，ハード
ル外側を使ったリード脚，抜き脚ドリル（復習）， 3 歩
のリズムによるハードル走（短いインターバルから長い
インターバルへ）， 3 歩のリズムによるハードル走（短
いハードルから高いハードルに挑戦），スタートから加
速しながら 1 台目のハードルを飛び越える。 7 時間目の
「 3 歩のリズムによる50mハードル走（まとめと試験）」
では，自己の反省を生かして，ハードルを 3 歩のリズム
で効率的かつリズミカルに飛び越えながら疾走する。具
体的には，スターター，補助員，動画撮影等，各自の役
割を果たしながら授業に貢献する。
⑶　「ボール運動」の授業実践
「ボール運動」では主にバスケットボールとソフトバ
レーボールを取り扱っているが，これらの運動では個人
技能の習得とチームの構成員における連係プレイ（戦術）
が重要になってくる。そのため，各授業ではパスやドリ
ブルなどの基本技能の定着を図る教材とコミュニケー
ションを取る活動を多く取り入れ，互いに協力しながら
技能発揮や技能向上が図れるように立案・実践している。
1 時間目は，コミュニケーションを取り入れた準備運
動を行った後，ボールを内側に回転させて頭上に投げて
背中でキャッチしたり，ボール 2 個のハンドリングなど
を実践したりしている。また，チーム内で落とさないよ
写真 3　ハードルを潜り抜けるトカゲ歩き 写真 4　前傾姿勢を習得させる芋虫行進
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うにボールをつないだり，相手チームとラリーを楽しん
だりするゲームを取り入れている。これらの活動を通し
て，ボールを使用した個人技能と集団技能を習得できる
ことをねらいとしている。 2 時間目は， 1 時間目の復習
を行った後， 2 人 1 組でのさまざまなパスや，ボールを
用いた身体操作（ボールと身体の動きのリズムを掴むこ
とを目的とした，その場でのドリブルとジャンプの組み
合わせ）やその場でのレッグスルーなどを行っている。
また，相手チームとネットを挟んでラリーを行い，ネッ
ト型の特性にも触れられるようにしている。 3 時間目は，
基本技能の難易度を徐々に上げていき，ゴール下シュー
トやアタックなどの攻撃動作もできるように指導してい
く。この段階でチーム分けを行うが，選修が混ざり合
うように留意し，様々な技能レベルが協力し合う異質グ
ループとしている。 4 時間目は，レイアップシュートな
ども取り扱い，基本技能のさらなる向上を目指している。
また，基礎練習をチームで行うようにしていき，三段攻
撃ができるように連携を強めていく。 5 時間目は，様々
なシュートの練習を行い，ゴール型ゲームの醍醐味を味
わえるようにしているとともに，チーム練習の中でブ
ロックを導入して防御動作を習得し，ゲームの攻防がよ
り楽しめるように意図している。 6 時間目は， 2 人組で
連携しながら相手陣地にボールを素早く運ぶ 2 人 1 組の
さまざまなドリブル練習や，スパイク・トス・サーブな
どを入れたリーグ戦を展開している。 7 時間目は，これ
まで学習した個人技能を生かして，男女や選修混合（固
定しないチーム）でリーグ戦を行っている。その際は，
シュートが入ったら勝ち残り，チームを固定しない（た
またま強いチームとなっても，連続勝利すると疲れ，負
けることになる）など，待ち時間を極力減らすように留
意している。試合後は試合前に想定した「ゲームを通し
て得られる効果」について振り返りの時間を取り，ボー
ル運動が持つ機能的特性を体感させている。
⑷　「表現運動」の授業実践
「表現運動」では，「表現遊び・表現」や「フォークダ
ンス」，「リズムダンス」を実践する中で，言葉ではなく
身体表現を介した豊かな交流の教育的意義を体感できる
ように立案・実践している。また，ゴールフリー的な「探
求型」学習とされる「表現」（村田，2007）においても，
教師の明確なねらい設定と段階的指導が必要であること
を伝え，小学校の授業映像や実例も織り交ぜながら指導
にあたっている。導入から体ほぐしの運動や身体遊びな
どを多く取り入れて心的不安を軽減し，受講生同士が豊
かに交流できるように 2 人組～ 6 人組を次々変化させて
いる。
1 時間目は，体ほぐしの運動・新聞紙を用いた身体表
現を実践している。具体的には，全身じゃんけんを用い
た遊び， 2 人組での体重かけ遊び，伝承遊びから手押し
相撲や尻相撲などを行った後，「新聞紙になる」という
活動を通して身体の各部位にスイッチを入れて自由に動
く体に気づかせている。 2 時間目は，ポーズ遊びや 2 人
組の時間差じゃんけん，チーム対抗のじゃんけんゲーム
を実施した後，スキップや 2 人で行う拍手などシンプル
な動きを元に交流をしながら踊るリズムダンス（ロック
のリズム）を行っている。また，手拍子や足の動的な音
と静止を元に，「表現」には動と静のメリハリが重要で
あることを伝えている。 3 時間目は，教師の示範を真似
る活動からオリジナルな動きをしながらリズムに乗る活
動を行っている。また，「走る・止まる」の運動課題を
元に「ひと流れ」の表現の仕方を学ばせている。 4 時間
目は，フォークダンスを実践している。民族衣装や生活
などがわかるビデオや世界地図を用いて，踊りが生活や
文化と直接的につながっていることや自国と海外の踊り
の違いなどを認識できるようにしている。ダンスの種類
としては，「マイムマイム（イスラエル）」と「コロブチ
カ（ロシア）」を実践し，踊り方を覚えていく。 5 時間
目は，「タタロチカ（ロシア）」と「コロブチカ」を実践
する。「タタロチカ」は踊り方を覚えていくが，前時に
習得した「コロブチカ」は教え合う活動を展開している。
その際，男子は女子役を，女子は男子役をというように
パートを変えて踊り，双方の立場でダンスを踊れるよう
になること，分習法やわかりやすい言葉を用いて踊れる
ようになることを目指している。 6 時間目は，小グルー
プ（ 6 ～ 7 名）で即興的に実施できるリズムダンスを行
い，発表会で作品を伴に創作していくグループの結集を
強めている。その後，「ジャングルカルタ」（テーマをジャ
ングルにしたイメージカルタ）を用いて，グループで空
想の題材を形にしていく。はじめ・なか・おわりを創り，
ひとまとまりの作品を創作していく。7 時間目は，グルー
プでリズムを変えたリズムダンスで息を合わせた後，作
品リハーサル（ 1 作品50秒～ 1 分）を行い，全グループ
写真 5　チームでの協働学習（戦術学習） 写真 6　歓声が響きわたるボール運動
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の作品と授業で習得した「運動課題」をつなげて， 5 分
超の大作に仕上げている。この最終回は，毎回大きな拍
手と歓声で締めくくられる。
3 　おわりに
本論文では，本教育学部の教職に関わる取り組みと「小
学校体育」の具体的内容をまとめ，保健体育科教室が考
える“養成課程において段階的に学んでいくべき知識や
実践力”について論考してきた。その中で，「小学校体育」
で取り扱っているどの運動領域も，受講生が正確かつ安
全に示範できるための基礎的技能を身に付けさせている
ことや仲間との協働の学びを通してそれらを実現させて
いる様子が明らかになった。
「小学校体育」では，受講生がこれまで経験してこな
かった運動を取り扱うこともある。大学受験の前後で運
動量が減少し，運動部にも所属せず体力が低下している
受講生の中には，技能目標がたとえ小学生のレベルで
あっても達成するのに苦戦するものも少なからずいる。
実際，「小学校体育」は，学部受講生の中で“突破する
のが大変な科目”として知られるほどである。しかし，
小学校体育科の「究極の目標」が“逆上がりができるこ
と”などではなく「楽しく明るい生活を営む態度を育て
る」ことでもあるように，我々の授業も決して“定めら
れた秒数で速く走れること”などを最終目標としている
のではない。目標とする技（技能）に向けて諦めずに試
行錯誤し「できる」ようになっていく過程，そしてそこ
から得られる達成感や充実感を礎にして，生涯に渡って
運動に親しむ資質とそれを児童たちに伝えられる資質を
育てることを目標としているのである。最後まで苦戦し
ていた受講生達が仲間と共に練習し，無事技能試験に合
格し涙する光景をよく目にする。そんなとき，何歳であっ
ても挑戦することは人を大きく成長させること，そして
身体を通した対話の中で協働的に課題を達成していくこ
とがいかに奥深いかを感じずにいられない。
10年近く「小学校体育」の指導に携わってきたものと
して，体育を苦手とする受講生ほど，体育を苦手とする
児童の心情がわかると感じる。そしてそういう受講生ほ
ど，「小学校体育」を通して，“なぜできないのか”，“ど
うすればできるようになるのかについての認識を深めて
いく。受講生達が将来教職に就いた際に，本授業での挑
戦から得られた喜びを，ぜひ児童たちにも味わわせてほ
しい。我々保健体育科教室は，これからも本授業の実践
を通して，「よい体育授業」（髙橋，2008）を展開できる
教師の育成に尽力していく。
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脚　　注
1 ）「勢いのある授業」とは，①運動学習場面の時間量
が潤沢である，②マネジメントやインストラクション
にかける時間が短い，③運動学習時間における学習
従事率が高い，④学習場面での課題非従事が少ない，
⑤成功裏な学習従事の頻度が高く，「大きな失敗や困
難」を経験しているものが少ない，授業である（髙橋，
2008）。
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